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3割の自己負担額(120,000円)は、特定疾病療養受療書と医療券を

色々な制度を組み合わることにより、高額な透析医療も自己負担
が1万円になります。その1万円も東京都独自の制度のお陰で自己

都医療券10,000円
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あなたの透析医療費は

月/約  40万円

年間/約480万円

今現在、安心して透析医療が受けられるようになったの

は、1971年に全腎協が結成され患者自らの命と暮らしを

守るために運動を始めたからです。当時の先輩たちが、体

調が悪い中、連日厚生省や国会に出向き交渉の結果、透析

患者が身体障害者に認定され、更生医療の適用を受け、誰

もが自己負担がほとんどなしに、透析治療を受けられるよ

うになったのです。

○医療費の公費負担
（健康保険の適用、特定疾病受領証、マル都、マル障）

心身障害（児）者医療費助成制度
（マル障）とは

東京都独自の制度で、住民税非課税
者は透析以外の医療費が無料になり
ます。（課税者は1割負担、所得制限
あり）。65歳を超えて新規透析導入
された方は適用されませんが、後期
高齢者医療制度が適用され、医療費
は1割負担となります。

○身体障害者の認定
（腎機能障害程度により１～3級の手帳が交付されます）

①障害者年金の給付
②福祉手当
③税の優遇
④公共料金割引
（ＪＲ，私鉄、都交通、タクシー、
ＮＨＫ受信料、携帯電話、有料
道路、公共施設）など

知っていますか?

全腎協・東腎協の活動の成果

23区ブロック

八王子市
あけぼのクリニックいちょう会
八王子東町クリニック桑の実会
めじろ台西澤クリニックめじろ会

府中市
村上医院ひまわり会
府中けやき会

町田市
あけぼの東腎会サルビア

多摩市
永山腎友会

日野市
日野腎友会（日野・豊田・高幡）
平山腎友会

多摩ブロック

昭島市
昭島腎クリニックひまわり会

国分寺市
国分寺こやま腎友会
立花クリニック友の会

立川市
すながわ相互診療所患者会い
ずみ
立川北口駅前腎友会
立川相互錦町クリニック希望会

国立市
長久保ハナミズキ会
くにたち桜会

羽村市
羽村相互診療所たんぽぽ
の会

武蔵野市
吉祥寺あさひ腎友会

西東京市

三鷹市
杏林腎友会

保谷腎友会

清瀬市
きよせ旭が丘記念病院腎友
会

透析とうまく付き合っていく知恵と勇気を共にわかち合いませんか。

年会費 円 （東腎協 円・全腎協 円）

練馬区
高松医院患者会
練馬桜台クリニックさくら会
優人クリニック患者会
優人大泉学園クリニック患者会

北区
田端駅前クリニック患者会
oasis
赤羽中央病院腎センター腎友会

板橋区
高中腎友会
あかまつ透析クリニック患者会

中野区
中野共立病院腎友会・絆の会新
中野フェニックス会
中野クリニック腎友会

文京区
東京健生病院サボテン会

台東区
西クリニックひまわりの会
入谷クリニック腎友会

足立区
東和病院腎友会
勝和なごみ会
柳原腎クリニック健腎会
にしあらい生活習慣病クリニック

葛飾区
新小岩クリニック友の会
（新小岩）
金町中央病院患者会

江戸川区
新小岩クリニック友の会
（船堀）
東葛クリニック小岩
瑞江腎クリニック友の会
森山友の会
内科　親水友の会

墨田区
菊川橋クリニック腎友会
新江東橋クリニック腎友会

江東区
清湘会記念病院腎友会
清湘会東砂病院腎友会
深川橋クリニック腎友会

千代田区
秋葉原腎クリニック腎友会
小笠原クリニック友の会
聖橋クリニック腎友会

新宿区
松和患者会西新宿支部

大田区
大田病院腎友会

渋谷区
代々木病院腎友会
松和患者会新宿南口支部

世田谷区
腎内科クリニック世田谷患者
友の会

大島町
大島腎友会

杉並区
阿佐谷すずき腎友会
寺田病院腎友会
桃井診療所腎友会
河北透析クリニック腎友会
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患者会
発足

1971.6.6

全腎協
都立産業会館で結成大会

1972.11.19

東京腎臓病患者
連絡協議会、結
成参加者120人

1973

「腎臓病・人工透析患者の医療の
改善に関する請願」活動を開始

1976

東京都はネフローゼ症
候群に医療費助成を認
め全国に先駆けて実施

1978

患者会を11団体に増やした。
9月、第1回腎臓病無料医療相
談会を開催

1980

10月、第1回個人会員
交流会を開催

1981

11月、第1回全国一斉
腎移植推進街頭キャ
ンペーンを実施。東
腎協は上野、新宿、
渋谷で92人参加

1985

第13回総会で全腎協事務所か
ら独立させ事務局体制を強化

1987

東腎協結成15周年記念事
業で第1回「腎臓病を考
える都民の集い」を開催

1992

東腎協結成
20周年の第20
回総会を開催

「人間の鎖」
都庁包囲行動

ＮＰＯ法人
格を取得

1999

東京都庁包囲集会
東腎協結成30周年
記念総会を開催

2002 2006

東腎協結成
40周年

2012

東京都衛生局から「災
害時における透析医療
活動マニュアル」が発
行。東腎協でも「緊急時
透析患者手帳」を作成

1996

東京都への予算要請
東京都の透析患者は32,296人（全国337,414人、2024年末）います。毎
年、東京都に対して次のような予算要請を行って、透析患者が安心して暮
らせるような社会をめざして活動しています。

１．各種医療費助成制度の維持継続　
２．要介護透析者への支援強化　
３．ＣＫＤ（慢性腎臓病）への取り組み推進
４．腎臓病患者の救急医療について　
５．透析医療の安全について　
６．透析患者の大災害時の対策について　
７．再生医療と臓器移植について　
８．就労支援について

国会請願署名活運動
腎臓病患者をめぐる医療と生活の環境は、国の
財政難や患者の高齢化のため年々厳しくなって
います。私たち患者が声を上げ、保健・医療・
福祉の一体的な対策の「腎疾患総合対策」の確
立をめざして、毎年10月～2月に国会請願署名運動を行い、様々な成果を
あげています。2026年3月に第55次の請願を行いました。

腎臓病を考える都民の集い
東京都と共催で、広く一般市民に腎臓病
の早期発見、早期治療を啓蒙するため、
「腎臓病を考える都民の集い」を毎年開
催しています。2026年には第37回を迎
え、多くの都民が参加しています。

臓器移植普及推進キャンペーン
1997年に「臓器移植法」が制定されましたが、
腎臓移植を待つ患者は12,000人以上いるのに
対し、献腎移植の実績は年間200件ほどしかあ
りません。広く臓器移植について関心を呼び起
こし、意思表示していただけるよう臓器移植普
及推進キャンペーンを行っています。2025年には第43回を迎えました。

東腎協第1回
大会開催

2010

会員拡大
「中期事業計画」

2015

東腎協結成
45周年記念
大会開催 東腎協結成50周年

記念大会開催

巣鴨に
事務所移転

全腎協結成50周年
NPO東腎協法人化15周年

2017 2021 2022 2024

東腎協の主な活動人工透析の医療費が外来で月/約40万円の場合

健康保険被保険者証

※3割の自己負担額(120,000円)は、特定疾病療養受療証とマル都医
療券を提示することによって助成されます。
色々な制度を組み合わることにより、高額な透析医療も自己負担
が1万円になります。その1万円も東京都独自の制度のお陰で自己
負担がなくなります。

※但し、高額所得者は1万円負担があります。

70%
健康保険証
280,000円

30%（1万円除く）
特定疾病療
養受療証

110,000円

都医療券10,000円

特定疾病療養受療証

東京都難病医療費受給者証

1967（S42年）透析が保険適用となる
が、当時健康保険家族5割負担、国民健康
保険3割で「金の切れ目が命の切れ目」と
いわれ、透析医療を受けるにも選ばれた
人しかできない厳しい時代もありました。

1984年健康保険改正に伴う高額療養費制度
(HIV・血友病・人工透析に適用) 。この制度に
より自己負担限度額が1万円になります。但し
高額所得者は2万円。

東京都難病医療費助成制度（マル都）
東京都独自の制度で65歳を越えて透析導入した
場合でもこの医療券が使用でき、特定疾病療養受
療証の自己負担のうち1万円が助成されます。
※所得制限はありません。

透析患者の災害ネットワーク
日本透析医会災害ネットワークの下、東京都医療保健局、東京都透析医会災害
対策委員会、東京都臨床技士会災害対策委員会と連携したネットワークで、災
害時の東京都内における透析施設間の現状や情報収集・伝達を目指しています。
東腎協は東京都透析医会災害対策委員会に参画しています。

腎臓病患者の
ための電話相談
全腎協では生活・福祉・栄養・
食事・心の問題など腎臓病患者
のための電話相談を行っていま
す。医療ソーシャルワーカー、
管理栄養士、認定心理士など専
門家が対応します。

機関誌「とうじんきょう」の発行
機関誌「とうじんきょう」を発行して
います。透析医療情報や透析患者さん
の声、東腎協のいろいろな活動の記事
が満載です。年3回（１、５、７月）
発行。

被災状況報告

受入情報提供

被災状況報告
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透析患者・家族

透析の可否
復旧の見通し
受入医療機関の紹介
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1 被災後の対応
患者の安全確保
患者の緊急避難
職員・家族の安全確認
災害対策本部の立ち上げ

2 被害情報の収集・伝達
周辺被害状況の把握
建物の点検／施役設備の点検
ライフライン被害状況の把握
情報通信手段の確認

3 透析可否の判断
診療可能状況の把握
医療機能維持の可否
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透析施設

とうじんきょう
（年3回発行）

ぜんじんきょう
（年4回発行）

日本透析医会災害ネットワーク
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